
山

本

快

一一

-
地
紋
・
土
温
と
水
田
Mm・
土
鰻
と
の
連
累
的
研
究
ハ
第
ご
癒
)

ご一丸
aハ

畑
地
獄
態
土
壌
三
水
田
状
態
土
壌
ミ
の
連
繋
的
研
究
(
第
二
報
)

土

壊

の

還

元

力

の

回

復

仁

就

て

長

身昼

土

i
 
・e
-
E
aノ

口

桂

，，、
a
白
H
両

戸司、

-、、d
緒

雷

前
報
宏
遠
J

『
先
機
に
水
凶
欣
態
に
あ
る
ト
.撲
の
最
も
重
要
な
性
質
で
あ
る
還
元
力
《
前
報
と
同
様
に
謹
一
冗
カ
と
は
す
べ
て
水
聞
紙
態
に
於

け
る
土
壊
の
還
元
力
を
意
味
す
る
)
は
土
地
噴
を
水
聞
紙
態
と
す
る
前
白
紙
態
、
師
ち
湛
水
前
の
土
壌
の
水
分
量
、
湘
度
等
の
如
何
に
よ
っ
て

極
め
て
著
し
い
相
遣
を
示
し
、
風
乾
欣
態
か
ら
直
ち
に
水
聞
紙
態
と
し
た
場
合
に
極
め
て
顕
著
な
還
元
力
を
示
す
土
壌
も
例
へ
ば
そ
の
最
大

容
水
量
の
一
ニ

O
パ
ー
セ
ン
ト
乃
至
八
0.hF1
セ
ン
ト
の
水
分
量
で
二
十
五
度
乃
至
三
十
度
程
度
の
温
度
を
一
週
間
も
保
て
ば
そ
の
後
水
間
欣

態
と
し
て
も
、
最
亭
少
〈
と
込
相
賞
の
期
聞
に
亙
っ
て
還
元
力
主
示
さ
訟
い
の
で
あ
る
。
貰
際
の
岡
場
の
土
壌
が
前
記
の
様
な
水
分
量
、
温

度
等
を
さ
る
と
と
《
即
ち
還
元
カ
を
喪
失
す
る
と
と
V

は
極
め
て
普
通
に
有
り
得
る
と
と
で
あ
り
、
し
か
も
貰
際
の
闘
訓
切
に
於
付
る
水
聞
の

土
壌
が
還
元
紙
態
に
あ
る
と
と
は
極
め
て
通
例
の
と
と
で
あ
る
以
上
一
た
ん
失
は
れ
た
土
壌
の
還
元
カ
も
趨
営
な
保
件
に
依
っ
て
再
び
回
復

す
る
と
と
が
常
然
強
想
さ
れ
る
が
著
者
等
は
少
〈
量
浄
土
壌
の
水
分
量
を
減
じ
た
場
合
及
び
水
回
紙
態
と
し
て
土
壌
を
長
期
間
放
置
し
た
場
合



に
は
一
た
ん
張
先
し
た
謹
元
方
が
顕
著
に
回
復
す
る
と
&
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
以
下
第
二
報
と
し
て
遠
く
る
と
と
S
す
る
P

"‘、ーー、m〆

畑
地
獄
態
ま
す
'
e
z
e
&
に
依
つ

τ還
元
力
a
g
喪
つ
花
土
壇
の

水
分
量
密
滅
巴
花
場
合
に
於
け
芯
還
元
力
の
回
復

前
報
わ
第
一
表
及
川
日
第
一
圃
乃
至
第
一
七
聞
に
依
っ
て
供
試
且
乾
土
壌
を
削
地
駅
態
と
十
る
と
と
に
よ
り
(
貰
験
に
則
ひ
た
依
件
は
土
壌

の
最
大
容
水
量
の
約
七
O
ハ
1
セ
ン
ト
の
水
分
量
で
一
週
間
三
五
度
に
放
置
)
還
元
カ
を
失
っ
た
場
合
も
該
土
壊
を
再
び
風
乾
軟
態
に
一
屈
す

と
著
し
ぐ
還
元
カ
を
回
復
す
る
と
と
は
肢
に
明
ら
か
で
る
る
が
亙
に
香
川
牒
由
佐
村
、
岡
山
臨
里
庄
村
及
び
大
原
農
業
研
究
所
の
コ
一
柿
一
本
壌

を
別
ひ
ハ
倹
試
土
壊
は
何
れ
も
風
乾
紙
態
と
し
て
室
内
に
保
存
さ
れ
で
ゐ
た
も
の
V

土
壌

ω一{
.
0
.
A
1
セ
ン
ト
の
水
分
量
で
一
姻
間
三
歩
五

畑
地
紋
懸
土
揮
と
水
田
欽
懸
土

a-と
の
連
歯
車
的
研
境
(
第
二
級
)

九
九

度
に
放
置
し
た
の
ち
勉
風
乾
燥
器
〈
温
度
は
三
五
度
)
に
依
つ
玄
土
壊
の
水
分
量
生
滅
ヒ
去
に
示
す
様
な
純
k

の
水
分
援
と
し
向
の
ち
一
遡

間
並
び
二
二
週
間
三
十
五
度
に
放
置
し
た
の
ち
硫
安
門
風
乾
土
築
と

L
て
五

O
E
に
硫
安
0
・・
五
瓦
)
匙
添
加
水
制
紋
態
と
し
て
更
に
一
一
五

度
に
放
置
、
二
週
後
生
成
し
・
に
硫
化
物
を
定
量
し
た
。

齢
制
球
は
第
一
表
乃
至
第
一
一
.
去
の
通
り
で
あ
る
。
向
同
様
に
慮
置
し
た
土
壌
(
各
水
分
量
で
放
置
せ
る
期
間
が
二
週
間
の
場
合
白
み
v

b

t

前

報
と
同
様
の
方
法
で
小
シ
リ
シ
ダ
ー
に
と
'
水
聞
紙
態
と
し
て
放
置
し
た
場
合
の
酸
化
還
元
電
位
の
費
化
を
第
一
岡
乃
京
第
三
闘
に
示
す
。

第
一
表
乃
至
第
三
表
の
結
果
か
ら
み
る
に
供
試
土
壌
を
土
壌
に
釘
し
一
ニ

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
水
分
量
で
(
最
大
容
水
量
に
劃
し
で
は
由
佐
材
土

嬢
は
七
ワ
・
五
、
里
庄
村
土
壇
は
八
一
・
一
、
大
原
農
業
研
究
所
土
壌
は
六
一
・
ニ
メ

1
セ
ン
ト
ご
週
間
一
一
.五
伎
に
放
世
す
る
底
世
に
依
由
て

土
壌
が
硫
酸
盤
に
封
ず
る
還
元
カ
を
喪
失
す
る
と
と
は
前
報
と
同
嫌
で
あ
っ
て
、
新
く
還
元
方
を
蝉
失
し
た
土
壌
の
水
分
量
を
減
じ
た
場
合
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a
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風
乾
土
壌
に
劃
し
て
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0
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1
セ
シ
ト
の
水
分
量
で
は
何
れ
わ
土
雛

の
場
合
も
未
だ
還
元
カ
の
回
復
を
認
め
得
な
い
が
七
・
五
パ
1
セ

ν
‘

ト
と
し
た
場
合
は
既
に
還
元
カ
回
復
の
徴
を
認
め
、
更
に
水
分
量
の

減
少
せ
る
場
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還
元
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回
復
も
亦
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と
な
る
、
柑
第
一
岡
乃
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水
田
蹴
態
£
L
τ
長
期
間
放
置
し
詑
場
合
に
於
け
忍
還
元
力
の
回
復

第
一
一
一
固
に
依
つ

て
も
土
壌
の
水

分
量
を
械
や
る

程
そ
の
後
水
間

合、放
の 、態
聾 2ニ
化し
蓮?と
元場

11旦

電
位
の
降
下
は

品
へ
と
た
り
還
元

カ
O
回
復
し
た

と
と
を
知
る
と

εが
由
来
る
。

前
項
エ
一
同
じ
三
種
供
試
土
壌
を
用
ひ
何
れ
も
風
乾
土
壌
に
封
し
て
三

0
.山
l
セ
シ
ト
の
水
分
量
で
三
五
度
に

O
日
(
針
照
さ
一
日
、
』
週
並

び
に
二
週
放
置
し
た
の
ち
前
記
と
同
様
の
方
法
で
水
田
駅
態
と
レ
て
硫
酸
嫌
。
還
元
を
試
験
し
た
結
果
は
第
凶
表
乃
至
第
六
表
の
通
り
で
あ
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仇
九
第
四
道
玲
韮
第
六
去
の
輔
巣
よ
り
毎
日
盤
強
め
畑
地
状
態

し
た
口
ち
水
凶
城
践
と
し
た
場
合
。
硫
他
物
白
生
成
量
一
乞
封
胤
画
の
硫
他

物
生
成
量
に
封
す
る
バ

1
セ
ン
ト
で
示
す
と
第
七
衰
の
如
〈
と
た
る
。
印
ち
何
れ
の
供
試
土
壌
に
於
て
も
土
壌

-e水
川
悦
態
と
す
る
前
に
橡

あ
制
地
枕
態
と
す
る
と
き
は
水
同
股
態
と
し
た
の
ち
相
官
の
期
聞
に
亘
っ
て
殆
ん
ど
硫
化
物
の
生
成
を
認
め
た
い
事
は
低
記
の
成
鮪
よ
む
推

L
τ
営
然
の
と
さ
で
あ
る
が
湛
水
放
世
後
の
期
凶
が
永
〈
去
る
と
理
め
畑
地
状
態
と
し
た
期
間
に
ほ
ど
比
例
し
て
、
印
ち
強
め
畑
嶋
状
態
と

L
た
期
閣
の
短
い
場
合
程
よ
り
早
〈
顕
著
な
硫
化
物
め
生
成
を
認
め
'謹
一冗
力
の
回
復
せ
る
と
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
表
に
ま
っ
て
明
ら
か
で
あ

で
の
期
闘
が
夫
k

五
遡
、
九
組
、

る
が
由
佐
村
土
壌
の
場
合
は
愈
め
畑
地
状
態
と
し
た
期
間
が
3
門口、

一
週
並
び
に
二
週
の
場
合
湛
水
後
編
普
及
硫
化
物
の
生
成
記
時
め
る
ま

一
一
一
週
に
で
も
回
復
せ
や
、
大
原
農
業
研
究
所

土
壊
の
場
合
は
九
組
、

一
二
週
、

一
一
一
週
と
な
仏
、
里
庄
村
土
壊
の
場
合
は
冗
週
、
九
遡
、

一
二
週
に
で
も
問
復
せ
や
と
な
っ

τゐ
る
。



表

惨とめ畑地獄態
水田伏閣としてからの政留期間

した期間
三遁捌|五週間|七週間 九週間 一二遡関

1∞1.0 1∞'.0 100.0 1∞.0 100.0 
佐 3 日 8.5 22.6 ー 55.0、 85.0 

村土 1 週 4.9 一 55.1 日.7
11 
2 遡 。 一 6.0 52.4 

。 日 1∞.0 1∞1.0 1∞.0 
里

村庄
3 日 。 。 一 55.C 72.2 

土 1 遡 。 。 一 国.3 76.8 
自慢 2 

遡 。 。 一 痕跡 8.1 

日 1∞.0 1α初P
日 痕 ・跡 5.8 - I 31・3 I 101.4 

研事帳簿 1 遡
。仮跡
lJL|τ 2 遡 。痕跡 一

七第

(四
)
考

察:

前
頃
の
成
績
に
依
9
て
土
壌
が
一
た
ん
完
全
に
そ

の
還
元
カ
を
失
ひ
水
聞
紙
態
と
し
て
相
官
期
間
放
置

し
て
も
全
く
還
元
性
を
示
さ
-
泣
い
相
場
合
も
水
聞
紙
態

の
ま
L
放
置
す
る
期
間
が
長
く
な
れ
ば
著
し
く
還
元

カ
を
回
復
す
る
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
前
身

項
の
結
果
よ
り
一
た
ん
喪
失
し
た
還
元
カ
も
土
壌
の

水
分
量
乞
減
じ
で
健
h

一
、
二
週
間
放
置
す
れ
ば
そ

の
後
水
同
紙
態
ー
と
し
た
場
合
著
者
等
の
行
っ
た
賓
験

の
如
く
水
出
獄
態
と
じ
て
か
ら
の
期
刷
が
僅
か
二
週

聞
の
場
合
に
も
既
に
明
ら
か
に
還
元
カ
の
回
復
し
た

の
ま
h
放
置
す
れ
ば
温
元
カ
の
よ
り
顕
著
な
回
復
を
み
る
と
&
は
充
分
推
察
し
得
ら
れ
る
鹿
で
あ
る
。

と
と
を
認
め
得
ら
れ
る
、
と
の
相
場
合
更
に
水
田
般
態

畑
地
叫

mm土
壇
揖
と
水
田
伏
態
土
揮
と
の
滋
察
的
研
究
〈
第
二
親
〉

還
元
カ
を
聾
失
ず
る
の
に
最
も
都
合
の
よ
い
欣
態
《
調
度
は
高
い
程
よ
し
、
水
分
量
は
土
壌
の
最
大
容
氷
量
の
約
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
乃
至
約

問
。
五

資
際
の
闘
州
場
に
が
、
け
る
土
壌
に
就
い
て
考
察
す
る
?
と
、
湛
水
前
の
土
壌
の
欣
態
怯
著
者
等
が
貴
験
に
用
ひ
た
様
た
完
全
念
風
乾
技
館
と
、



畑
地
獄
首
相
土
壇
と
水
田
拭
態
土
壇
と
の
達
制
情
的
研
究
(
第
二
億
〉

向
。
六

-圃V

八
O
H
1
セ
ン
ト
V

と
の
中
間
に
あ
っ
て
同
一
の
岡
場
で
あ
っ
て
も
湛
水
前
の
欣
態
の
如
何
に
よ
っ
て
潜
水
後
比
較
的
早
ぐ
，還
元
世
の
現
ら

は
れ
る
場
合
も
又
相
常
期
間
還
元
性
白
符
し
く
は
現
は
れ
ね
場
合
も
有
る
も
の
と
考
ヘ
る
、
例
へ
ば
著
者
等
〈
臼
本
土
壊
肥
料
楼
雑
誌
一
二

一
三
巻
一
一
具
、
本
誌
一
一
J
-

巻
間
六
五
頁
)
が
低
に
そ
の
主
・
な
原
因
が
施
則
し
た
硫
酸
ア
ン
モ
ユ
ヤ
そ
の
他
硫
酸
根
を
含
む
肥

料
の
還
元
に
基
く
と
と
乞
明
ら
か
に
し
た
水
稲
に
封
す
る
障
害
(
所
謂
一
ね
〈
さ

μ」
等
と
呼
ば
れ
る
障
害
)
が
年
に
よ
勺
て
同
一
の
岡
場
で

も
費
生
す
る
時
期
障
害
の
程
度
を
具
に
し
て
ゐ
る
が
、
と
れ
は
勿
論
水
稲
記
簿
挟
し
た
(
郎
ち
土
壌
注
潜
水
す
る
)
後
の
天
候

m
主
と
し
て

を
同
五
コ
一
頁
、

温
度
三
地
胞
の
蹴
況
等
に
依
る
と
と
も
-b
る
で
b
ら
う
が
少
く
と
も
一
部
の
原
凶
は
溢
水
前

ω土
壌
の
蹴
態
の
如
何
に
依
る
も
の
と
忠
は
れ

る
・
印
ち
湛
水
前
晴
天
の
績
き
土
壌
の
乾
燥
し
た
場
合
は
比
較
的
障
害
の
費
生
も
中
へ
で
且
つ
早
く
現
は
れ
、
道
水
前
土
壌
が
渦
潤
な
枇
態
に

る
っ
た
場
合
は
障
害
O
護
生
も
比
較
的
少
く
且
つ
浬
く
現
れ
る
も
の
・
と
考
べ
る
と
と
が
で
き
る
、
向
著
者
等
が
聞
知
し
た
限
り
と
の
障
害
が

所
謂
・
治
問
で
は
稜
生
せ
や
比
較
的
「
よ
く
乾
く
」
と
云
は
れ
る
場
所
に
多
い
と
と
も
土
壌
の
乾
燥
に
よ
っ
て
爾
後
湛
次
し
た
場
合
に
於
け
る

還
元
力
の
著
し
い
と
と
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

(五
)
縛、

括

前
記
の
成
結
b

弘
前
織
の
結
果
と
合
せ
て
尖
の
様
に
穂
括
ず
る
。

一
、
水
聞
紙
態
に
あ
る
土
壌
の
特
質
で
お
る
還
元
カ
は
氷
回
航
態
と
す
る
前
の
土
壌
の
吠
態
の
如
何
に
依
っ
て
著
し
く
鍵
動
す
る
、
湛
水
前

の
土
壌
水
分
の
少
い
桂
還
元
力
が
強
く
、
土
壌
が
普
通
の
畑
地
紋
態
の
水
分
注
有
し
て
ゐ
る
場
合
は
そ
の
温
度
の
高
い
程
彊
元
力
を
失
ふ

と
と
大
で
あ
る
。



二
、
土
壊
の
理
化
製
性
に
大
き
な
型
化
を
興
へ
る
と
と
な
く
同
じ
土
壌
で
任
意
の
還
元
カ
乞
持
つ
水
町
欣
態
土
壌
を
つ
〈
り
得
る
・
還
元
力

てま

一、
一
た
ん
喪
失
し
た
還
元
力
也
土
壌
そ
水
同
校
態
と
す
る
前
に
そ
の
水
分
を
減
少
し
た
場
合
或
は
告
別
間
続
態
乏
し
で
長
〈
放
置
し
た
場
合

の
強
い
土
壌
は
水
間
枕
態
と
す
る
前
に
強
め
遁
営
危
畑
地
放
態
と
す
る
と
と
に
よ
っ
て
謹
元
力
を
微
弱
左
ら
し
診
、
還
元
カ
の
弱
い
え
壊

は
、
少
し
く
土
壌
の
理
化
感
性
を
費
へ
る
が
、
そ
の
一
部
を
オ
ー
ト
ク
レ
ー
プ
し
、
或
は
例
へ
ば
可
溶
性
有
機
物
を
加
へ
る
事
に
依
っ
て

還
元
カ
を
増
大
で
き
る
。

に
は
顕
著
に
回
復
す
る
@

四
、
水
稲
作
中
↓
度
で
も
土
壌
を
落
水
枕
態
と
し
た
場
合
は
そ
の
前
後
に
於
て
同
じ
水
同
根
態
に
あ
る
土
壌
も
そ
の
特
質
で
あ
る
還
元
力
に

開
じ
て
は
著
し
〈
相
違
し
て
ゐ
る
も
の

ι考
代
ら
れ
る
。

附

本
報
背
中
に
は
著
者
の
一
人
川
口
が
京
都
帝
岡
大
暴
農
曲
学
部
蝿
託
と
し
て
恩
師
大
杉
繁
先
生
と
協
同
し
て
行
っ
た
研
究
成
績
の
一
部
を
含

ん
で
を
り
、
護
表
を
許
さ
れ
た
問
先
生
に
厚
く
御
韓
申
上
げ
る
弐
第
で
す
。

記

畑
地
紋
服
土
壇
と
水
田
拭
盟
国
土
揮
と
の
連
繋
的
研
究
ハ
第
ご
報
〉

四

O
七

支
部
省
科
歯
軍
研
究
費
に
依
る
集
積

其




